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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 乳腺退行初期に乳腺上皮細胞の細胞質中に多量のラ

イソゾーム酵素が遊出することはすでに多くの報告で

明らかであるが，この機構については未だ解明されて

いないので，著者は乳汁中にライソゾ～ム膜水解物質

が存在するか否かの検索を中心とした検討を行った．

 方法

 ライソゾーム（以下Ly．）および乳腺上皮細胞内小器

官は泌乳中のマウスより分別精製した．Ly．を緩二三

中に懸濁し，この液にマウスおよびウシの乳汁ならび

に市販のウシ乳構成タンパク質などを添加し，37℃で

軽く振塗し，Ly．の指標酵素であるβ一glucuronidase

と酸性ホスファターゼの溶液中への遊出を調べたとこ

ろ，市販α一lactalbumin（以下LA）を添加した場合に

Ly。の酵素の遊出が顕著にみられることからマウスお

よびウシ乳汁よりLAの精製を行い，各精製段階にお

けるLy．酵素遊出度を調べた．

 結果

 1）マウスLAはマウス乳腺上皮細胞のLy．に作用

し，Ly．酵素を遊出させる．ウシLAも同様の効果を

現わすが，その作用は若干弱い．このLAの作用は二

二中に存在する分子量5～6万の蛋白の添加により著

明に増強された．

 2）1251・LAはしy．膜に強固に結合した．

 3）分泌頼粒の前駆体であるGolgi嚢に対しては，

LAの作用に基づく二二損はみられず，指標酵素であ

るgalactosyl transferaseの遊出は認められなかっ

た．

 4）乳管内での乳汁貯留圧の5倍以上と考えられる

25mmHgの加圧をLy．懸濁液に加えても， Ly．酵素の

遊出は認められなかった．

 結論

 泌乳の停止によって乳管内に貯留した乳汁の一部は

乳管内圧の上昇などの影響により，再び乳腺上皮細胞

内に逆流し，LAおよび分子量5～6万の蛋白質がLy．

膜に結合し，その結果膜構造に何らかの変化が起こり，

Ly．酵素の細胞質内への遊出が起こるものと考えられ

る．

論 文 審 査 の 要 旨

 乳腺の退行初期には，乳腺上皮細胞の細胞質中へ多量のライソゾーム酵素の遊出がみられるが，遊出の機序

は明らかにされていない．本論文はこの点を調べるため，泌乳中のDDY系マウスの乳腺上皮細胞から調製し

たライソゾーム分画を用いた種々のin vitroの実験および乳腺上皮細胞による1251一α一ラクトアルブミソの取

り込み実験を行い，乳漿中のα一ラクトアルブミンおよび分子量5～6万の未同定のタンパク質がライソゾー

ム膜へ結合することが重要であることを明らかにした．
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 即ち，泌乳停止により乳管内に貯留した乳汁の一部が乳腺上皮細胞内に逆流し，乳漿中のα一ラクトアルブミ

ンおよび上記タンパクがライソゾーム膜に結合，結果としてライソゾーム酵素が細胞質へ遊出することを示し

たもので，学術上価値の高い論文である．
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